
杭の終局設計は建築基準法では必要とされていないが、

杭の終局耐力は超高層建築物において検討する必要がある。

杭の曲げ耐力を改善するために杭主筋の量を増加させる必要があ
る。

高強度主筋配筋図普通強度主筋配筋図
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①<要素試験体解析>
定着長の変化による影響を調べる。

点線部分を抽出した。
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(20)‐D41
実験を行った2体の試験体

及び新しいパラメーターの
試験体の解析を行った. 

②<実物大試験体解析>
定着長の効果を実物大試験体の解析によって調べる。

部分と全体では応力が
異なるため、実際の状
況を考えて全体の解析
を行う必要がある。

定着長：20d, 25d＋解析試験体30d
指導教員：篠原保二
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Longitudinal Reinfocement yield

定着長20d 定着長25d 定着長30d

破壊モード:付着破壊 破壊モード:曲げ破壊

降伏

ひび割れ
ひずみ

After Peak   Drift 
Angle 1%

After Peak   
Drift Angle 1.5%

After Peak   
Drift Angle 1.5%

破壊モード: 付着破壊

最終ひび割れ状況 最終ひび割れ状況

・実験結果と解析結果の最大
耐力及び破壊性状は一致した
が、解析では剛性を高く評価し
た。

・定着長さが長くなるにつれて
最大耐力は大きくなっている。

②実物大試験体解析結果(杭荷重-部材角関係)
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考察

・要素試験体解析結果ではア
ンカープレートを利用した場合
には定着長30ｄで十分というこ
とが分かった。

パイルキャップ

・アンカープレートを使用する
ことによってパイルキャップに
高強度主筋を配筋することが
可能になった。

結論

杭

①要素試験体解析結果


